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抄  録 日本女子大学附属豊明幼稚園の年少・年中・年長の幼稚園児，及びその保護者を対象とし，
幼稚園の弁当に関する調査を行った。その結果，保護者が作る弁当で利用率が高い主食は「おにぎり」や
「混ぜごはん」といった米飯料理であった。主菜については，「ハンバーグ」や「鶏から揚げ」といった
肉料理の利用率が高かったが，一方で，「魚の焼き物」や「魚の揚げ物」といった魚料理は利用率が低い
結果となった。副菜については，「野菜の天ぷら」及び「野菜の酢の物」の利用率が低かった。幼稚園児
の弁当における好きなおかずは，「ハンバーグ」や「鶏から揚げ」といった肉料理であり，その次に好き
なおかずは野菜及び野菜料理であった。一方，嫌いなおかずにも，野菜及び野菜料理が上位に挙がってい
た。 
  キーワード：アンケート調査，幼稚園児，弁当，食習慣 
  
Abstract This study targeted kindergarten children and their parents at Houmei Kindergarten affiliated with 
Japan Women’s University, and investigated the lunch boxes for kindergarten children. The staple foods that 
parents commonly made with high utilization rates were cooked rice dishes, such as “rice balls” and “mixed rice”. 
As for the main dish, the use of meat dishes, such as “hamburger steak” and “fried chicken”, was high, while the 
use of fish dishes, such as “grilled fish” and “fried fish”, was low. As for side dishes, the use of “vegetable tempura” 
and “pickled vegetables” was low. The lunch box foods in the lunch box that kindergarten children especially 
liked were meat dishes, such as “hamburger” and “fried chicken”, and the next favorite foods were vegetables 
and vegetable dishes. In addition, vegetables and vegetable dishes were ranked high as foods that kindergarten 
children dislike. 
  Keywords: questionnaire, kindergarten children, lunch boxes, dietary habits 
  
  

１． 研究目的 

日本は戦後，高度経済成長期を迎える頃から食の
欧米化が始まり，さらに 1980 年代のバブル絶頂期
にはグルメブームが起こった。これを機に「飽食」

の時代が到来し，脂質異常症や高血圧，糖尿病など
の生活習慣病に罹患する割合が増加し問題となって
いる 1）。かつて「生活習慣病」は「成人病」と呼ば
れ，加齢に伴って発病するものと考えられてきたが，
加齢よりもむしろ食生活や運動習慣，ストレスと



日本女子大学紀要 家政学部 第 68号  Jpn. Women’s Univ. J. Vol.68（2021） 

― 74 ― 

いった日常の生活習慣が原因で発病することが判明
し，1996 年より「生活習慣病」と呼び名が改めら
れた。したがって，「生活習慣病」は大人だけでな
く子ども達の問題でもあると言える。子どもの頃か
ら偏った栄養摂取や朝食の欠食，生活リズムの乱れ
や運動不足など，体によくない生活習慣を続けるこ
とで，生活習慣病につながってしまう可能性がある。
厚生労働省が定める「日本人の食事摂取基準」では，
2010 年版まで 6～17 歳における食物繊維の目標量
が設定されていなかったが 2），2015年版より目標量
が設定され 3），さらに 2020年版では 3～5歳におけ
る目標量も設定された 4）。近年，小児の便秘が増加
傾向にあり，小児期からの生活習慣病予防のために
改定されたのであるが，食習慣が形成される若い世
代から，子ども一人一人が正しい食事のあり方や望
ましい食習慣を身につけ，「食」に関する自己管理
能力を形成していく必要があると言える。 
かねてより食育活動のツールとして，自治体や学

校などで幅広く活用されている「食育カルタ」や
「食育カード」は，栄養や健康に関することだけで
なく，食事マナーや地域毎の料理，特産物など，
「食」に関する様々な要素が盛り込まれている 5）。
先行研究において，これらの教材を用いた実践例の
報告はあるが，食育指導の有効性についての報告は
ごく僅かである 6-9）。一方，近年では食育教材とし
て「3・1・2 弁当箱法」が用いられており，栄養士
課程や教職課程の大学生の授業，また中学生の家庭
科授業において，弁当箱法に関する理解がなされ，
食行動の変容がみられたことが報告されている 10-12）。
さらに，アプリケーションを活用した食育も推進さ
れるようになり，アプリや動画，アニメーションが
楽しめる「食育の時間＋（プラス）」においては，
日本マクドナルド株式会社・NPO 法人企業教育研
究会・NHK エデュケーショナルの連携により，本
ツールを用いた授業を実施する先生の授業作りのサ
ポートも行っている 13）。しかし，このような食育
アプリの実践効果の検証はなされていない。 
以上のことから，筆者らは食育ツールとして弁当

シミュレーションゲーム制作を検討しており，その
基礎データの収集のため，本研究では幼稚園児及び
その保護者を対象として，弁当に関する調査を実施
した。  

２． 方法 

２-１．対象および調査方法 
日本女子大学附属豊明幼稚園の年少・年中・年長

の幼稚園児，及びその保護者への質問紙調査を
2020 年 1 月初旬に実施した。日本女子大学附属豊
明幼稚園園長の同意を得て，説明書および質問紙を
保護者に配布した。配布の際には，調査への協力が
任意であり，回答しない場合にも何ら問題は生じな
いこと，質問紙調査への回答および用紙の提出に
よって，本研究への協力について同意したものとみ
なされること，の内容を説明した。質問紙への記入
は無記名式とし，回収にあたっては個人が特定され
ないように鍵付きの回収ボックスを用いた。また，
アンケート調査票の結果は番号で管理した。なお，
本研究は日本女子大学の倫理審査委員会において，
審査を受け承認を得たものである（倫理審査委員会
承認番号：第 411 号）。本調査では，242 通の配布
に対して 193 通の有効回収（回収率 79.6%）を得た。 
 
２-２．調査内容 
日本女子大学附属豊明幼稚園では，週 4回各々の

幼稚園児が自宅から弁当を持参し，昼食を摂ってい
る。 
保護者向けには自記式質問紙を用い，弁当に使用

したことのある主食，主菜，副菜についての設問を
設けた。各設問の品目については，幼児を対象とし
た弁当の料理本を参照した 14-37）。主食については，
「おにぎり」，「混ぜごはん（ふりかけごはん・炊き
込みごはんなどを含む）」，「丼もの（そぼろ丼・親
子丼・中華丼などを含む）」，「チャーハン（ピラフ
を含む）」，「寿司（ちらし・いなり・巻き寿司な
ど）」，「焼きそば（焼きうどんを含む）」，「お好み焼
き」，「惣菜パン（サンドイッチ・ハンバーガー・ピ
ザなどを含む）」，「スパゲッティ（その他パスタ類
を含む）」，「オムライス」，「ドリア」，「カレーライ
ス（ドライカレーを含む）」，「その他」の中から回
答を求めた。主菜については，「鶏から揚げ（チキ
ンナゲットを含む）」，「ハンバーグ（ミートボール
を含む）」，「コロッケ」，「ウインナー（ソーセージ
を含む）」，「ハム（ベーコン・焼豚を含む）」，「春巻
き」，「ギョウザ・シュウマイ」，「グラタン（肉や魚
を含むもの）」，「豚カツ」，「豚肉しょうが焼き
（ポークソテーを含む）」，「野菜の肉巻き」，「肉と
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野菜の炒め物（煮物）」，「魚の焼き物（照り焼き・
ムニエルなど）」，「魚の揚げ物」，「魚の練り製品
（かまぼこ・カニかま・ちくわ・はんぺんなど）」，
「卵焼き（ハムエッグ・炒り卵・だし巻き卵を含
む）」，「オムレツ（卵とじを含む）」，「ゆで卵（うず
らの卵を含む）」，「豆腐・厚揚げ料理（がんもどき
料理を含む）」，「煮豆」，「その他」の中から回答を
求めた。さらに，副菜については，「生野菜」，「ゆ
で（蒸し）野菜（ブロッコリー・枝豆・いんげんな
ど）」，「サラダ（コールスローサラダ・ポテトサラ
ダ・春雨サラダなど）」，「野菜類の炒め物（きのこ
類を含む，きんぴらなど炒め煮を含む）」，「野菜の
煮物（炊き合わせ・グラッセを含む）」，「野菜の天
ぷら（きのこ類を含む，素揚げ・かき揚げ・フライ
を含む）」，「野菜のお浸し（ほうれん草のお浸し・
小松菜のお浸しなど）」，「野菜の和え物（ほうれん
草のごま和え・オクラのおかか和えなど）」，「野菜

の酢の物（マリネを含む）」，「海藻料理（ワカメ酢
の物・ひじき煮など）」，「その他」の中から回答を
求めた。複数回答可とし，弁当に使用したことのあ
る品目を選択してもらった。また，「その他」の項
目については自由記述とした。 
幼稚園児向けには，保護者の聞き取りにより回答

を尋ねて記入する他記式質問紙を用いた。弁当に
入っていると嬉しいおかずの設問，弁当に入れてほ
しくないおかずの設問を設け，両設問とも自由記述
式で回答は 3つまでとした。 

３． 結果および考察 

３-１．幼稚園児の弁当における利用率の高い主食 
 図 1に幼稚園児の弁当において，利用されている
率が高い主食を示した。選択された比率が高い順に
上位 11項目を見ると，「おにぎり」（99.5%），「混ぜ
ごはん（ふりかけごはん・炊き込みごはんなどを含 

 

図 1 幼稚園児の弁当における利用率の高い主食 

*1 ふりかけごはん・炊き込みごはんなどを含む   
*2 サンドイッチ・ハンバーガー・ピザなどを含む 
*3 そぼろ丼・親子丼・中華丼などを含む 
*4 その他パスタ類を含む 
*5 ピラフを含む 
*6 焼きうどんを含む 
*7 ちらし・いなり・巻き寿司など 
*8 ドライカレーを含む 
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む）」（94.8%），「惣菜パン（サンドイッチ・ハン
バーガー・ピザなどを含む）」（58.5%），「丼もの
（そぼろ丼・親子丼・中華丼などを含む）」
（49.2%），「スパゲッティ（その他パスタ類を含
む）」（46.6%），「チャーハン（ピラフを含む）」
（43.0%），「オムライス」（36.8%），「焼きそば（焼
きうどんを含む）」（33.2%），「寿司（ちらし・いな
り・巻き寿司など）」（23.8%），「カレーライス（ド
ライカレーを含む）」（15.0%），「お好み焼き」
（6.2%）であった。なお，図には示していないが，
比率が 5.0%以下の主食には，「ドリア」，「グラタ
ン」，「トルティーヤ」，「焼き芋」が挙がった。 
 質問紙による調査の結果により，利用率の最も高
い主食は「おにぎり」・「混ぜごはん」といった米飯
料理であり，占める割合がそれぞれ 9割以上である
ことが明らかとなった。さらに，米飯料理の「丼も
の」の占める割合も半数近いことがわかった。文部
科学省，厚生労働省，及び農林水産省が連携して策
定した「食生活指針」では，5 項目目に「ごはんな
どの穀類をしっかりと。」とある 38）。エネルギーを
産生する栄養素は，炭水化物，たんぱく質，及び脂
質であり，特に穀類は，炭水化物の主要な供給源で
ある。食生活指針の策定趣旨や具体的な項目の解説
を行った「食生活指針の解説要領」において，日本
人の食事摂取基準（2015 年版）における炭水化物
のエネルギー比率の目標量は 50～60%で，いずれの
年代においてもその摂取割合が範囲内にあることを
報告しているが，そのうえで，穀類由来の炭水化物
を「毎食しっかりとっている人」と「1 日のうち 1
食以下しかとっていない人」では，1 日当たりの摂
取エネルギー量が大きく異なることを指摘している
38）。また，穀類のなかでも米は，日本の気候・風土
に適し，自給可能な作物であることから，日本の国
土から生産される米を食べることは食料の安定供給
面からみても重要である，と述べている。さらに，
米飯を主食とした食事は食事のバランスがとりやす
いことが，先行研究により明らかにされている。保
育園児を対象とした調査では，朝食メニューにおい
て，主食が米飯である場合，パンの場合よりも副食
（主菜 and/or 副菜）を添える割合が高く，汁物の
摂取率も米飯で高いことが報告されている 39）。大
学生を対象にした調査では，米飯を主食とする食事
は，パンや麺類と比較すると，主菜・副菜がそろい
やすいことが示されている 40）。また，50 歳以上の

人においても，主食・主菜・副菜のそろった食事と，
米飯の摂取頻度には関連性がみられたことが報告さ
れている 41）。また一方では，幼児期における食事
歴が，成人後の食習慣を決定する因子になる可能性
が示唆されている 42）。以上をふまえると，幼児期
において米飯を主食とする弁当を喫することは，バ
ランスのとれた健全な食生活を身につけさせるため
に重要であると考えられる。 
「惣菜パン」は，「おにぎり」・「混ぜごはん」の

次に利用率が高く，占める割合が 6割近いことが明
らかとなった。質問紙には，「惣菜パン」の具体的
な品目を選択する項目を設けなかったが，惣菜パン
が「サンドイッチ」であることを記載した回答が
8.8%あり，サンドイッチの利用率が高いことが推
察された。惣菜パンは，筆者が調査した幼児を対象
とした弁当の料理本すべてに掲載されていた 14-37）。
惣菜パンの掲載数は，少ない本では 2点，多い本で
は 17 点，平均して 1 冊当たり 7 点と掲載頻度が高
かったが，保護者の回答をみると，米飯料理ほどは
利用率が高くないことが分かった。惣菜パンの利点
としては，食事用具（箸・フォーク・スプーン）を
使わずに手づかみで食べることができるパンが多い
ため，食べこぼしの心配がないことが挙げられる。
しかしながら，利用率が米飯料理よりも低い結果と
なったのは，パンが主食の場合，主菜及び副菜がそ
ろいにくいことが先行研究により明らかとなってい
ることから 39-40），保護者が弁当を作る際に，栄養バ
ランスを考慮している可能性が考えられた。 
 
３-２．幼稚園児の弁当における利用率の高い主菜 
 図 2に幼稚園児の弁当において，利用されている
率が高い主菜を示した。選択された比率が高い順に
見ると，「ハンバーグ（ミートボールを含む）」
（96.9%），「鶏から揚げ（チキンナゲットを含む）」
（96.4%），「卵焼き（ハムエッグ・炒り卵・だし巻
き卵を含む）」（92.2%），「ウインナー（ソーセージ
を含む）」（90.7%），「魚の練り製品（かまぼこ・カ
ニかま・ちくわ・はんぺんなど）」（77.2%），「コ
ロッケ」（67.9%），「ハム（ベーコン・焼豚を含む）」
（67.9%），「肉と野菜の炒め物（煮物）」（66.8%），
「魚の焼き物（照り焼き・ムニエルなど）」（65.8%），
「野菜の肉巻き」（62.7%），「煮豆」（58.0%），「ゆ
で卵（うずらの卵を含む）」（55.4%），「豚肉しょう
が焼き（ポークソテーを含む）」（53.9%），「ギョウ 
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図 2 幼稚園児の弁当における利用率の高い主菜 

*1 ミトボールを含む 
*2 チキンナゲットを含む 
*3 ハムエッグ・炒り卵・だし巻き卵を含む 
*4 ソーセージを含む 
*5 かまぼこ・カニかま・ちくわ・はんぺんなど 
*6 ベーコン・焼豚を含む 
*7 照り焼き・ムニエルなど 
*8 うずらの卵を含む 
*9 ポークソテーを含む 
*10 肉や魚を含むもの 
*11 卵とじを含む 
*12 がんもどき料理を含む 

ザ・シュウマイ」（51.8%），「春巻き」（40.9%），
「グラタン（肉や魚を含むもの）」（40.9%），「豚カ
ツ」（40.4%），「魚の揚げ物」（37.8%），「オムレツ
（卵とじを含む）」（31.1%），「豆腐・厚揚げ料理
（がんもどき料理を含む）」（26.9%）であった。 
 本調査の結果により，利用率の高い主菜は，「ハ
ンバーグ」，「鶏から揚げ」，「ウインナー」といった
肉料理であり，占める割合が各々9 割以上であるこ
とが明らかとなった。一部の質問紙には，保護者か
ら「栄養バランスは大切にしつつも，幼稚園での楽
しい食事時間となるよう，好きなものを多く入れて
いる。」とのコメントが記載されていた。したがっ

て，このような肉料理の利用率の高さは，保護者が
幼稚園児の嗜好を重視して弁当作りをしていること
に起因している可能性が示唆された。 
 一方，「魚の焼き物」や「魚の揚げ物」といった
魚料理は，肉料理と比較すると利用率が極めて低
かった。先行研究により，幼稚園児の弁当において
魚介類は，肉類や卵類よりも弁当で使われている使
用頻度が低いことが報告されている 43）。さらに，
弁当の食材を制御する要因解析も行われており，そ
の要因としては，弁当作りに要する時間が延びるこ
と，魚介に関する調理方法を知らないことが挙げら
れている。魚介類に対する保育園児の嗜好調査では，
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母親の嗜好，夕食の食卓に上がる頻度，母親の魚介
類調理の得意度が関連しており，特に，母親の嗜好
が最も大きく影響していることを報告している 44）。
また，母親の嗜好には，魚介類調理の得意度が関連
し，食卓に上がる頻度には，調理時間が関与するこ
とを報告している。さらに，幼稚園児・保育園児の
保護者を対象にした食生活調査では，保護者が「魚
離れ」の年代であり，魚料理を食べる頻度は，3 日
1 回ないしは 1 週間に 1 回と非常に少ない状況で
あったことを報告している 45）。魚料理を食べない
理由として一番割合の多かったのは，「ほとんど肉
で済ます」という理由であり，日常的に魚を食べな
い習慣が身についていることを示し，魚を食べない
理由すら考えたことがないことが明らかとなってい
る。以上の先行研究をふまえると，保護者がまず魚
介類の調理頻度を高め，肉料理ばかりに依存しない
ように，食生活の改善をはかることが大切である。
それには，保護者に対して，短時間でできる魚料理
の提案を行うことが必要であろう。保護者が魚料理
を得意とし，好んで食卓及び弁当に魚料理を供する
ことで，幼児の「魚離れ」を防ぐことが可能である
と考えられる。 
本調査の結果によると，「魚の練り製品」の弁当

における利用率は 8割近くあった。また，幼児を対
象とした弁当の料理本では，魚肉ソーセージやかま
ぼこ・ちくわ・はんぺんといった魚の練り製品を利
用した料理が数多く掲載されていた 14-36）。さらに，
幼稚園児の「入っていると嬉しい弁当のおかず」の
設問では，「魚の練り製品」と回答した割合が 5.2%
であった。以上のことから，魚の練り製品を用いた
料理は，保護者にとって手軽で利用しやすく，幼児
にとっても好まれやすい料理であることが推察され
た。したがって，水産練り製品を利用した魚料理を
食卓に多く上げることで，魚の摂取頻度を高めて幼
児を魚好きにさせる，という方策も可能性としてあ
りうることが示唆された。 
魚肉たんぱく質は，畜肉類のたんぱく質と同様に，

必須アミノ酸をバランス良く含む良質のたんぱく質
である。また，大豆たんぱく質や乳たんぱく質と比
べて消化されやすく，体内に取り込まれやすいとい
う特徴がある 46）。さらに，魚介類の脂肪酸はドコ
サヘキサエン酸（DHA），エイコサペンタエン酸
（EPA）といった n-3 系多価不飽和脂肪酸を多く含
み，血栓融解作用や中性脂肪低下作用を認め，動脈

硬化を抑制する作用があることが報告されている
47）。したがって，幼稚園児の弁当に魚料理を使用す
るなど，幼児期から日常的に魚を食する習慣を身に
つけることが，成人後の魚の摂取頻度を増加させる
ことにつながり，ひいては動脈硬化などの疾病予防
に貢献する可能性がある。 
 

３-３．幼稚園児の弁当における利用率の高い副菜 
 図 3に幼稚園児の弁当において，利用されている
率が高い副菜を示した。選択された比率が高い順に
見ると，「ゆで（蒸し）野菜（ブロッコリー・枝
豆・いんげんなど）」（95.9%），「野菜類の炒め物
（きのこ類を含む，きんぴらなど炒め煮を含む）」
（85.5%），「野菜の煮物（炊き合わせ・グラッセを
含む）」（77.7%），「野菜の和え物（ほうれん草のご
ま和え・オクラのおかか和えなど）」（70.5%），「生
野菜」（66.3%），「野菜のお浸し（ほうれん草のお
浸し・小松菜のお浸しなど）」（56.5%），「海藻料理
（ワカメ酢の物・ひじき煮など）」（55.4%），「サラ
ダ（コールスローサラダ・ポテトサラダ・春雨サラ
ダなど）」（54.9%），「野菜の天ぷら（きのこ類を含
む，素揚げ・かき揚げ・フライを含む）」（28.0%），
「野菜の酢の物（マリネを含む）」（21.8%）であっ
た。 
 「野菜の天ぷら」は，調理に手間がかかり調理に
要する時間が延びるため，利用率が低くなったと推
察された。また，「野菜の酢の物」は，汁気が多く
弁当に不向きであることから，利用率が低くなった
と推察された。さらに，幼児は甘味・塩味・旨味の
嗜好性が高いが，酸味・辛味・苦味は好まないこと
から 48-49），保護者が弁当の食べ残しを恐れ，幼稚園
児が好まない味付けを避けている可能性も考えられ
た。また，幼児を対象とした弁当の料理本において
も，野菜の酢の物やマリネの作り方の掲載が極めて
少ないのは 14-37），これらが要因としてあるのかもし
れない。 
 「野菜の天ぷら」・「野菜の酢の物」以外の副菜は，
利用率がすべて 5割以上と高い割合を示した。米飯
を主食とした食事は主菜・副菜がそろいやすいこと
が報告されているが 39-41），本調査でも米飯料理を主
食として利用する率が高かったことから，副菜がそ
ろいやすい弁当であることが予想された。調理時間
が短い副菜のみならず，「野菜類の炒め物」や「野
菜の煮物」，「野菜の和え物」といった調理に時間を 
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図 3 幼稚園児の弁当における利用率の高い副菜 

*1 ブロッコリー・枝豆・いんげんなど 
*2 きのこ類を含む，きんぴらなど炒め煮を含む 
*3 炊き合わせ・グラッセを含む 
*4 ほうれん草のごま和え・オクラのおかか和えなど 
*5 ほうれん草のお浸し・小松菜のお浸しなど 
*6 ワカメ酢の物・ひじき煮など 
*7 コールスローサラダ・ポテトサラダ・春雨サラダなど 
*8 きのこ類を含む，素揚げ・かき揚げ・フライを含む 
*9 マリネを含む 

要する副菜も 7割以上と高い割合を示した。保護者
が幼児の食生活で困っていることは「野菜嫌い」が
最も多く 50），3～5 歳の理想的な野菜の摂取量は，
男女ともに 1 日当たり 240g であるにもかかわらず
51），1日の野菜類の摂取量は 1～6歳児で 144.7g（男
性 143.6g，女性 145.8g）と 52），総じて少ない傾向に
ある。幼児の食生活は，保護者にほとんど依存して
いる。様々な調理法を用いて弁当の副菜を充実させ
ることにより，幼稚園児の嗜好を重視しつつも，栄
養バランスにも意識を向けた保護者が多いことが，
本調査により明らかとなった。 

 

３-４．幼稚園児の弁当における好きなおかず 
 図 4に，幼稚園児が高頻度で好きな弁当のおかず
を示した。比率が高い順に見ると，「ハンバーグ
（ミートボールを含む）」（33.2%），「鶏から揚げ

（チキンナゲットを含む）」（28.5%），「卵焼き（ハ
ムエッグ・炒り卵・だし巻き卵を含む）」（25.9%），
「ウインナー（ソーセージを含む）」（20.7%），「ト
マト」（18.7%），「野菜類の炒め物（きのこ類を含
む，きんぴらなど炒め煮を含む）」（10.4%），「ブ
ロッコリー」（10.4%），「おにぎり」（7.8%），「コ
ロッケ」（7.8%），「ギョウザ・シュウマイ」（6.2%），
「グラタン」（5.7%），「惣菜パン（サンドイッチ・
ハンバーガー・ピザなどを含む）」（5.2%），「スパ
ゲッティ（その他パスタ類を含む）」（5.2%），「魚
の練り製品（かまぼこ・カニかま・ちくわ・はんぺ
んなど）」（5.2%）であった。 
 幼稚園児は，弁当における好きなおかずとして上
位に主菜を挙げていた。弁当において，保護者の利
用率が高い主菜は，比率が高い順に「ハンバーグ
（ミートボールを含む）」，「鶏から揚げ（チキンナ  
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図 4 幼稚園児の弁当における好きなおかず 

*1 ミートボールを含む 
*2 チキンナゲットを含む 
*3 ハムエッグ・炒り卵・だし巻き卵を含む 
*4 ソーセージを含む 
*5 きのこ類を含む，きんぴらなど炒め煮を含む 
*6 サンドイッチ・ハンバーガー・ピザなどを含む 
*7 その他パスタ類を含む 
*8 かまぼこ・カニかま・ちくわ・はんぺんなど 

ゲットを含む）」，「卵焼き（ハムエッグ・炒り卵・
だし巻き卵を含む）」，「ウインナー（ソーセージを
含む）」であったが，幼稚園児が回答した好きな主
菜も，回答比率は 2～3 割程度であるものの同様の
順であった。このことからも，保護者が幼稚園児の
嗜好を重視し，食べ残す頻度を低くすることに意識
して弁当作りをしている可能性が示唆された。また，
主菜の次に上位に挙がった幼稚園児の好きなおかず
は，野菜及び野菜料理であった。保護者が幼児の食
生活で困っていることは「野菜嫌い」が最も多いと
されているが 50），幼稚園児の弁当において利用率
の高い副菜をみると，調理に手間がかかる野菜料理
が高い率で使用されていることから，保護者が幼稚
園児の好みに合わせ，副菜を工夫して弁当を作って
いることが影響していると考えられた。 

 

３-５．幼稚園児の弁当における嫌いなおかず 
 図 5に，幼稚園児が高頻度で嫌いな弁当のおかず
を示した。比率が高い順に見ると，「トマト」
（20.7%），「特になし」（14.5%），「ブロッコリー」
（14.0%），「ピーマン」（13.5%），「サラダ」（8.8%），
「野菜類の炒め物（きのこ類を含む，きんぴらなど
炒め煮を含む）」（8.8%），「卵焼き（ハムエッグ・
炒り卵・だし巻き卵を含む）」（8.3%），「ハンバー
グ（ミートボールを含む）」（5.2%），「ほうれん草」
（5.2%）であった。 
 幼稚園児は，弁当における嫌いなおかずとして上
位に野菜および野菜料理を多く挙げていた。嫌いな
食べ物を食べる習慣がある者は，食べない者よりも
嫌いな食べ物の数が少なく，食物の摂取状況が良好
であることが報告されている 53）。また，幼児を対
象とした研究においては，14 日間嫌いな食べ物を 
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図 5 幼稚園児の弁当における嫌いなおかず 

*1 きのこ類を含む，きんぴらなど炒め煮を含む 
*2 ハムエッグ・炒り卵・だし巻き卵を含む 
*3 ミートボールを含む 

 

与えた幼児は，与えられなかった幼児よりもその食
べ物に対する嗜好が好転することが報告されており
54），食経験を積むことによって，嫌いな食べ物が食
べられるようになることが明らかにされている。そ
れには，味付けや硬さ・大きさ・切り方など調理形
態の工夫が必要であり，母親が食事においてこのよ
うな配慮をしない場合は，配慮している場合よりも
偏食につながりやすいことが報告されている 53, 55-56）。
本調査の結果では，幼稚園児の弁当における副菜を
みると，保護者の野菜料理におけるレパートリーは，
それ程乏しいようには見受けられなかったが，野菜
及び野菜料理の使用頻度が低い可能性がある。幼児
期は味覚の発達段階にあるため，幼児にさらなる食
経験を積ませることが必要と考えられた。 
 一方，弁当における嫌いなおかずが「特になし」
と回答している幼稚園児も 14.5%（28人）と多かっ
た。保護者の聞き取りにより回答を尋ね記入する他
記式質問紙を用いたため，嫌いなおかずを保護者に
言いにくかった可能性もあるが，好き嫌いなく弁当
を喫食することが出来ている幼稚園児が多いことが

明らかとなった。このように回答した幼稚園児の弁
当が，幼稚園児の嗜好だけでなく，栄養バランスに
も配慮されている弁当であることが望まれる。 

４． おわりに 

 弁当は子どもの成長にとって，とても大切な食事
である。栄養面を考えて，好き嫌いなくバランスよ
く食べてもらいたい，と多くの保護者が思っている
ことであろう。本調査において特筆すべき点は，幼
稚園児の回答のなかで，弁当に入っていると嬉しい
おかずとして，野菜及び野菜料理が上位に挙げられ
たことである。しかし，その一方でトマトやブロッ
コリー，ピーマン，ほうれん草など，栄養価の高い
野菜を苦手とする幼稚園児もおり，毎日の献立に頭
を悩ませている保護者も多いのではないかと推察さ
れた。そこで，保護者向けの「幼稚園の弁当に関す
る調査結果報告書」には，アンケート結果の報告の
他，「野菜好きになるおかず」の提案を行い，リー
フレットにて保護者に配布した。本調査の結果を踏
まえて，今後も弁当栄養シミュレーションゲームの
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開発を行なっていきたいと考えている。 
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